
【資料１－１】　行政改革大綱（平成26～28年度）実施計画　平成27年度の取組実績に対する行政改革評価・推進委員会の意見一覧表【前回評価未了分】

１．30の「取組事項」ごとの意見

30の「取組事項」 H26 → H27 H26 →
H26
H27

目標３　健全な財政運営の維持

改革８　歳入確保と歳出縮減

　

(1)　県税収入の
確保

① 県税収入の確保 Ａ → Ａ

・県税徴収率　97.9％
（H26比＋0.5％）
・県税収入未済額
4,744百万円（H26比▲
497百万円）

Ａ → Ａ

　昨年度と同様
に、各事務所が
状況分析を行っ
たうえで、事務
所相互の早期歳
入確保対策の強
化、市町村連携
の強化を図り業
務を執行し、県
税徴収率・収入
未済額ともに目
標達成した。

・県税の徴収率、収入未済額ともに目標達成しており、評価できる。
・県税徴収率が年々向上している点が評価できる。しかし、目標設定の根拠が不明瞭である。H26年度の実
績値が97.4％、5,241百万円だったのに、H27年度の目標値が96.7％、6,000百万円以下とH26年度実績値を下
回る低い目標となっているのか。
・各事務所において徴収率がUPしている（この旨別途資料で確認した）。更なるUPを望む。
・目標達成を評価したい。大きく目標を上回ったので、H28年度の目標については、上方修正し、さらなる
改善を期待したい。
・次年度の目標をもっと高く設定していただきたい（徴収率96.8→97％、収入未済額5,900→5,500百万円以
下）。

改革10　公営企業改革

①
企業局の健全な
経営の維持

Ａ → Ａ

　資金不足比率（資金
余剰の場合は資金不足
比率がマイナスとな
る）　電気事業会計：-
462.2%、工業用水道事
業会計：-45.4%、水道
事業会計：-254.5%、団
地造成事業会計：-
459.6%、駐車場事業会
計：-27.5%、施設管理
事業会計：-36.4%

②
病院局の経営の
健全化

Ｂ ↗ Ａ 　病院事業決算額　▲
165,735千円

２．その他全般的な意見

３つの「目標」

77の
「具体的な取組」

77の「具体的な取組」に対する 30の「取組事項」に対する

10の「改革項目」
実施結果評価
（数値等の目標の達成
度） 平成27年度の

主な実績

成果評価
(質的評価)

評価の理由

30の「取組事項」毎の平成27年度の取組実績に対する
行政改革評価・推進委員会の意見

【具体的な取組①について】
・すべての事業が資金余剰で良好。悪化したのは工業用水道事業のみで良好。
・要因分析では社会情勢についても言及したほうがよいのではないか。
【具体的な取組②について】
・病院局の経営は、前年度に比べると収支が大幅に改善されていて評価できる。決算額が改善された
（H26：▲503,328千円→H27：▲165,753千円）。改善活動の効果が出ている。参考指標もすべて改善されて
いる。継続改善していただきたい。会計業務のＰＣ化などの改善で更なる28年度の黒字化を期待したい。
・病床利用率の向上を掲げているが、具体的にどのような改善に取り組んだのか、それは有効であったのか
の分析が欲しい。
・各病院における経営戦略会議の議題を眺めると病院改革プランが議題に明示されている病院（がんセン
ター）とそれ以外とがある（この旨別途資料で確認した）。意識に差がなければよいが・・・。
・（次年度への課題に「平均在院日数が短縮しており、病床利用率は横ばい」とあり、平均在院日数が
H20：20.4日/人、H21：19.4日/人、H22：18.9日/人、H23：17.8日/人、H24：16.4日/人、H25：16.2日/人、
H26：15.1日/人、H27：14.2日/人である旨別途資料で確認したが）平成20年度以降、在院日数は年々減少し
ている。それを理由に「病床利用率は横ばい」とするのは無理があるのではないか。
・病院局「参考指標」が提示されているが、指標の目標を設定していただければ、結果に対して目標達成し
ているかどうか、明確になり、評価しやすい。

(1)　公営企業の
健全な経営

Ｂ ↗ Ａ

　企業局におい
ては、計画的な
資金の運用及び
調達を行うとと
もに、中長期的
観点からの効率
的な事業運営に
努め、昨年度に
引き続き、財務
の健全性を維持
した。
　また、病院局
においては、診
療報酬請求漏れ
対策や外部委託
費用の削減な
ど、各病院の状
況に応じた経営
改善の取組を実
施し、収支が改
善した。
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